
４‐５　モニタリング報告書〔公表様式〕（市施設所管課作成）

１　利用状況

２　事業収支 （単位：千円）

３　指定管理者制度導入効果（市直営では実施できなかったと思われる効果的・効率的業務改善内容など）

４　総合評価

令和６年度　モニタリング報告書

項目

営業日数

利用者数

備考前年実績 事業計画※ 実績

204 216 214

施設名

名称

代表者

担当部課

指定管理者

前年実績
（A）

事業計画
（B）

実績
（C）

対前年比
（C-A）

対計画比
（C-B)

4,462 7,200 4,368

15,583 20,800 16,410 827 △ 4,390

※ 計画数値は当初計画のものとしているが、当初計画に記載がない場合は、毎年提出される次年度計画の数値をカッコ書きで表記しています。

125 600 107 △ 18 △ 493

3 67 5 2 △ 62

4,249 3,333 4,594 345 1,261

8,655 △ 980 695

19,960 24,800 21,116 1,156 △ 3,684

7,587 10,460 6,812 △ 775 △ 3,648

5,273 6,380 5,624 351 △ 756

22,495 24,800 21,091 △ 1,404 △ 3,709

△ 2,535 0 25 2,560 25

9,635 7,960

　業務水準に基づく適切な施設管理も実施されており、インターネットの口コミの評価もよい。
　地元の畜産業者との連携により令和4年度に開始した地元産和牛ステーキの提供が定着し、リピーターが増えている。
　旅行雑誌への広告掲載や、伊根町などの近隣市町へのチラシの配架などにより、施設の利用促進がはかられるととも
に、地元農産物の販売促進にも貢献している。
　物価上昇に対応し、価格転嫁がある程度できた。
　QRコード決済に対応するなど、利用者の利便性の向上を図った。

　肉や野菜など、地元産品を活用することで、リピーターの増加につながった。QRコード決済の導入や物価上昇に対す
る価格の転嫁を行う事で、前年より売上を増加させることができた。
　山の観光拠点のひとつとして、一定の集客はあるものの、利用者数が伸びず、積極的な情報発信により、集客の増加
を期待する。
　ホームページの改修も実施し、集客に向けた広報も積極的に行っている。
　また、自然公園内という環境、景観を生かした特色あるサービスの充実により、市域の観光振興へのさらなる貢献を期
待する。

碇高原ステーキハウス

株式会社テンキテンキ村

代表取締役　中江　英雄

商工観光部　観光振興課

項目

利用料金収入

売店・食堂収入

その他収入

指定管理料

収入計

売上原価（仕入）

事業費

人件費

支出計

収支差引

備考


